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子どもの活動等のスペースが十分に確

保されているか

生活空間は
)i,本
人にわか りやすい構造

117
化された環 境 になっているか。また、 |

障害の特性 に応 じ、事業所 の設備等

は、バ リアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか

身体を動かす活動については、お

散歩や公園での活動もプログラム

の一環として取り入れております。

保護者様のお待ちいただ<スベー

スにつきまして今後可能な範囲で
ll■適に過ごしていただけるよう工

夫改善してまいります。

3  基準どおり、児童指導員、保育土等
の資格者を常時 3人以上配置して
おります。定期的な研修の実施とス

ーバーバイザーを配置し日々、療

育の質の向上に努めております。

お子さま (本人)にわかりやすい構

造につきましては、療育室内におい

て様々な特性の子どもにとって安

全で活動に集中しやすいシンプル

な空間になるように,卜がけており

ます。親御様への情報伝達につい

て集団・個別療育全てをモニターで

ご覧いただ<事を可能にしておりま
す。

バ |リアフリー化に関しては、玄関か

ら療育室へのスベースをフラットに

し、療育室ドアの開閉はドアクローザ

ー、ソフトクローズ等を取り入れ安

全性を重視しております。

音や声などが気になる際にはご遠

慮な<職員へお声がけ<ださぃ。
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0 職員の配置数や専 F弓性は適切であるか  |
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1  1法令を遵守したスベースを確保して
おります。今後も弓|き続き日々の清

1掃や消毒に努めてまいります。
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児童発達支援計画には、児童発達支援

ガイ ドラインの 「児童発達支援の提供

すべき支援」の 「発達支援 (本人支援

及び移行支援 )」 、「家族支援」、「地域

支援Jで示す支援内容から子 どもの支
援に必要な項 目が適切に選択 され、そ

の上で、具体的な支援内容が設定され

ているか

児童発達支援計画に沿つた支援が行わ

れているか

活動プログラ ム が固定化 しないよう工

夫されているか

保育所や認定こども園、幼稚園等 との

交流や、障害のない子どもと活動する

機会があるか

運営規程、利用者負担等について丁寧

な説明がなされたか         |

~T      T雇
もよう一層継続し質の向上に努

|      |め てまいります。        |

十 1¬ァ予  串
閲覧できるようにいたします。   |

閲覧しやすいようにスベースを工

夫するとともにアナウンスを都度お |

こなう事を努めてまいります。  |
ご不明な点がございましたらご遠 |

|      1慮 な<児童発達支援管理責任者に
お問い合わせ<ださい。
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|は同室または別室にていつでもご
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ご覧いただ<事もできますのでご
遠慮な<児童発達支援管理責任者
にお声がけ<ださい。
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子ども達ひとりひとりの課題を捉

え、子ども同土 (集団療育)や職員

(個別療育)との間で個別支援計画

の目標を達成できるよう日々の朝

ネL・終礼にて PDCAをおこなつてい
ます。集団療育・個別療育の内容を

親御様にぜひモニターでご覧いた

だき感想をお聞かせ<ださい。

個別療育の場合は限られた時間の

中での交流の機会が難しい事もあ

るため、今後行事等にて企画し交流

の場を提供できるよう実施してま

いります。
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而 o寺にご説明さ廿了 |′、か力契約時にご説明させていただ<と
ともに運営規定等重要事項に関し

ては所内に関覧できるように設置

させていただいております。

ご不明な点がございましたらご遠

慮な<責任者へお問い含わせ<だ
さい。

⑩
l

― ― ― ― ― ―
J―

|

_‐ _

1314

|

|

2

|



児童発達支援ガイ ドラインの 「児童発

1達支援の提供すべき支援」のね らい及

|び支援内容 と、これに基づき作成 され

|た 「児童発達支援計画 Jを 示 しなが
3‐
ら、支援内容の説明がなされたか

保護者に対 して家族支援プログラム (ペ

ア レン トトレーニン グ 等)が行われて

いるか

日頃から子どもの状況を保護者 と伝え

合い、子どもの健康や発達の状況、課

題について共通理解ができているか

定期的に、保護者に対 して面談や、育

児に関する助言等の支援が行われてい

るか

躙
おりますが、児童発達支援ガイドラ

インにつきましては所内に設置させ

ていただきます。ガイドラインの内

容につきましてご不明な点がござ

いましたらご遠慮な<お問い含わ

せ<ださい。

親御様のご要望やお子さまのご様 |

子に応じてご提案させていただい

ております.

子育てに関する講座を実施いたし

ましたが、今後も年Fo5計画に講座を

企画し実施してまいります。

療育終了後にフィードバックをおこ

ない状況や課題につきまして共通

理解に努めております。

ご不明な点がございましたらご遠

慮な<責任者へお申し付け<ださ
い。
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1  ‐6ヵ月毎の個別支援計画書のご説
1   明や 3か月毎のモニタ|リングを 1
時間程度のお時間をいただき面談

を行つております。

上記以外でもご相談やご要望がご

ざいます時にはお時間をつ<らせ

ていただき弓|き続き面談やご助言

などをさせていただきます。

相談しやすい雰囲気づ<りや、お時

間の設定に努めさせていたださま
す。
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13 多様な保護者様がいらっしゃる事

を考慮しご負担にならず自然な交

流ができる時間と場所を工夫し安

心できる交流の場となれるよう提

供してまいります。

父母の会の活動の支援や、保護者会等

⑮  の開催等により保護者同士の連携が支
援 されているか

子どもや保護者からの相談や申入れに

ついて、対応の体制が整備 されている

とともに、子どもや保護者に周知・説

明され、相談や申入れをした際に迅速

かつ適切に対応 されているか

19

1輔 螺 鷲

|いと思つておりますのでご遠慮な

<児童発達支援管理責任者へご要
望などお申し付|す<ださい。

集団療育のお迎えの際、お迎えの

親御様が集中してしまう事に関し

ましては、スムーズにできるよう工

夫してまいります。
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1 集団療育では連絡帳を活用し個別

療育では毎回フィードバックの時間

を設け情報を共有しご意見やご要

望を療育に活かせるように努めて

まいります。
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現在、集団療育については 2ヵ月 |
毎のお便りを発行しています。今後

は、ホームベージを活用し、活動内

容や行事内容の発信を進めていき |

ます。             |

子どt)や保護者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮がなされているか

缶
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定期的に会報やホームペー ジ等で、  15
活動概要や行事 I定 、連絡体制等の

情報や業務に関す る自己評価の結果

を子どもや保護者 に対 して発信 され |
ているか              |

個人情報の取扱いに十分注意されてい

るか

l⑩ l緊急時対応マニュアル、防犯マニュア 11

1  1ル 、感染症対応マニュアル等 を策定

⑩

鍵付き書庫に個人情報は収納させ

ていただいています。

他機関との共有に関しましては親

御様の承諾を得たうえでコード番

号、ノヽスワードをかける形でのやり

取りとさせていただいております。

個人情報の取り扱いに関しまして

は運営規定、プライバシー保護に

関する規約書類を所内に閲覧でき

るよう設置いたしております。

ご懸念

は責任 i

やご不安がございます際に

者へお申し付け<ださい。
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常

時
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感染症対応研修、避難訓練を実施

|いたしました。弓|き続き発生を想定

|l ti藻墓薯た高名丁義晶低尻宅含乞|

1 2   3
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か。また、発生を想定した訓練が実施

されているか

非常 災害の発生 に備 え、定期的に避

難、救出、その他必要な討|1練が行われ

ているか

しました訓練を実施してまいりま

す。

各マニュアルにつきましては所内

に閲覧できるよう設置しておりま

す。閲覧しやすいようにスベースを

工夫じアナウンスを行います。

発生を想定しました副1練を企画実

施してまいります。

消防上の方にいらしていただき避

難訓練を実施し助言などをいただ

|きました。定期的な実施を進めて

|いきます。

聴 編翌 隧 劣
所を目指し努めてまいります。

日々、お子様への療育の質の向上

につとめるとともに保護者様のお

気持ちに寄り泰い支援を進めて参

ります。ご懸念やご要望に関しまし

ては個別の面談を設定しましてお

話をうかがい直ぐに職員間にて共

有し実施してまいりますので職員

または責任者にお声がけ<ださぃ。
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② 子どもは通所を楽しみにしているか

‐事業所の支援に満足 しているか
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※すべての項目に無回答・空欄 一名

(注釈 )

i「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、
子ども本人にわかりやすくすることです。

ii「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子 どもについて、その有する能力、置かれてい

る環境や 日常生活全般の状況に関す るアセスメン トを通 じて、総合的な支援 目標及び達成時期、生活

全般の質を向上させ るための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載す

る計画のことです。 これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任

者が作成 します。

血「活動プログラムJは、事業所の日々の支援の中で、一定の日的を持つて行われる個々の活動のことですの子ど
もの障害の特性や課題等に応 じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されていますの

市「ペアレント・ トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏
まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。



(保護者等の皆様へ )

○この児童発達支援評価表は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所を利用 しているお子さんの保護者等

の方に、事業所の評価をしていただくものです。

「はいJ、 「どちらともいえないJ、 「いぃぇJ、 「わからないJのいすれかに「OJを記入していただくとともに、「ご意見」
についてモ)ご記入くださいc


